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＜要　旨＞
　池田・楠 (2019) は “ 虐待が疑われる子ども ” の “ 保育所における子どもの愛着形成の理解と支援 ”
について、保育所で 2 年間にわたって関与観察を続けた男児の事例を紹介しつつ、考察した。




































































































































































































１．“ 発達が気になる子ども ” と保育士との愛着形成に向けた保育目標
　筆者ら (2019) は、虐待が疑われる “ 発達が気にある子ども ” の愛着形成への理解と支援につい
て検討した。( 池田・楠　2019)
























基盤に、子どもが適切な “ 内的作業モデル ”（Internal Workinng Model：IWM）を形成してソー
シャルスキルを獲得しつつ、外界との関わりの範囲を広げていけるように保育実践を行う。同時に、
自己肯定感も育みながら「自制心」を形成して行くことも目指す。







定 (Plan) →保育実践 (Do) →評価 (Check) →改善 (Act) のプロセスを繰り返していくことで、安定
した愛着の形成とそこを基盤とした発達支援が展開できるように働きかけていく。
Ⅳ【事例】　自閉症スペクトラム障害（ASD）が疑われるが、未診断の男児
　以上を踏まえ、ASD の発達特性が疑われる “ 発達が気になる子ども ” に対して、まずは特定の
保育士との間に代替的愛着関係を構築しながら発達を促すとともに、それを基盤に養育者との愛着
関係を修復・あるいは再構築することを保育目標として、保育所の承諾を得て関与観察を行った。








・家族構成　母、継父（X 年度 8 月に結婚：本児 5 歳 1 ヶ月）、姉、本児（男児・観察開始時 X 年













　本児は、観察開始時の X 年度 6 月 ( 本児 4 歳 11 ヶ月 ) には 3，4，5 歳児の縦割り編成のクラス
に在籍していた。筆者は担任保育士の協力のもとでクラスの保育に参加し、本児をはじめクラスの
















































（２）愛着形成のエピソード　“ お友だちに触らないで並ぼうね ”  （X 年度 9 月：本児 5 歳 2 ヶ月）　
　運動会の練習で入場門に並んで出番を待っているときに、周囲、特に自分の前に並んでいる子ど
























































































　しかし、そんな中でも、愛着対象者から “ 褒められたい ” と言う思いは強くなっており、練習後










　本児の中で、“ 頑張れば大好きな担任から褒めてもらえる ” と思う気持ちは育ってきているが、







　“ 褒めてもらうこと ” を期待したり、“ 褒めてもらおう ” と自分の行動を調整しようとしたりす
る場面も見られるようになり、特に担任との間に確かな愛着が形成されつつある。担任が “ 快を与
えてくれる存在 “ である「第３段階」から “ 道具的安全基地 ” として機能していく「第４段階」へ




























































（２）愛着形成のエピソード　　“ 保育参観 ”　（X ＋ 1 年度 6 月：本児 5 歳 11 か月）














の協働者であるエインズワース (1974) が “ 回避型 ” と名付けた愛着スタイルであると思われた。



































































て心地良い状態を作ってくれる人 ”“ 楽しいことをしてくれる人 ” という認識を本児が持てるよう
に意図的に関わっていった。このような関わりの積み重ねを通して、本児は担任に頼れば問題が解
決できることを学んでいったようで、担任には甘えやわがままといった愛着行動をみせるようにな


























































  障害者問題研究　34(4)　259 － 266
・初塚眞喜子　2010　「アタッチメント（愛着）理論から考える保育所保育のあり方」


























To assist a child with difficulties in attachment formulation make  a stable attachment
 with their parents  (Part2)
  SAWAKO IKEDA(University of SEINAN JYOGAKUIN)  HIROYUKI KUSUNOKI(University of KITAKYUSYU CITY)
Ikeda·Kusunoki reported and considered an example of a boy who has been observed at a nursery for 2 years 
about understanding and support of child attachment at a nursery school for suspected abuse in 2019.
On this paper, two hypotheses about children who may have autism spectrum disorder (ASD) are constructed 
and childcare is practiced based on the hypotheses.
The first hypothesis is that it is possible to contribute to the desirable development of the children with ASD 
by forming alternative attachments with specific nursery teachers.
In addition, support for caregivers of the children with ASD based on the attachment with the nursery 
teachers can be effective in the formation and restoration of attachment between the children and the 
caregivers.
In the case of children with ASD, it has been pointed out that the process of attachment formation is different 
from that of typical developmental children. Thus, it is important to provide support based on understanding 
the unique process of attachment formation.
In this study, with the consent of the nursery school, we do participant observation of the practice cases of 
children with ASD. We also examine the results of attachment with the children and the nursery teachers, 
the development support through it, and the support of the caregivers; we then raise future issues based on 
them.
Key Words: Attachment Formation of Child with Autism Spectrum, Alternative Attachment, Support for 
Caregiver
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